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全部砂､力症七会北浩一お荷

貨７回支部使会へ

(ｌ初めて珈ひ脱含ぞ４.１

３潮゛しい会友を詣Lえてｅ

９薦く立ちあが知曰のためにｅ

°皆さんをレお持ちしていますが

　

入院中や重度Tど

　

都合で巍だできない人-も

きて湯邨して下さい。

べ; はが･

みんな同じ廠鮒削慧呑会で生

　

薦㈲できない人や．

ばらく迷絡ﾌ白.宙友ふじを心紀しています．桐谷犬

二連絡外郭古がン鉄匹也厄

　

也して

　

元矢な方可

励まし司凄を難卵眼づ涛りごさい．

旧著

会場

氏私友年10副4曰収)千後5T珊ぶノ

　

(額か全詰飢糸ら柏聯)
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(札幌ま併央む訃条剛球目裁妙私地脈)
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働口費 食事代９)み(夕食IPOO円･屋奢釦郎1・い，)

花治ｔ(朝食含)と.遠剱・らＭ拗拷･醇漣哨り

牛膝を廬ぞ貧担い叫．

主な四谷
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尹しｲ日襲注尺ついて===

　

岑誹Ｊり彩狭･必押荏刃科（妥網各各光主。

　

=一子供司知耽な疸Lにっいて=－
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④医巌神談

　

匝療溝凌に以馳先坐ドよる祠吻款も行い孚ず．

　

ご七北勾ま務才則弁浮奥ﾆ拝庖垢惣びレ拓今

　

☆特灸ｸ巾ﾀ匹残かがら広席ぞさま七んがこず前

め軸祢㈲翁佃６



(匹樽総会議等

　

・河癩:77)享巴め

　

・これかい溶動

　

・蜀ｂ放置

　

などを行いま冴。

り揖銀告

・予算案

詞献ﾌ下ｊい

④録ひ斌礁絵

ｘ

　

医療嵐気を

　

匪日夜づ子うか

　

即日午前中卜行切
丿x

　

吟先か面会八斗よ百仰ビノ沁ごころ刄肘写

〕

　

それにぶって

　

狛刻刻腿解抑隻、に犯則ぶE球り
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1ぶ日（曰）夭死がよければバ植物園かヽ.不和レ

（乃庭ぞみん馳八八=弁当を准Tパ諸忙Å力ｙ

嗣砥,秋1フ)－lﾖ青空ゴざ。知ら良ｕヽで４ね，

曰こ;ろお世話に穿っていゐボランテ47肴ヽ・馬Ｑか
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女心訃ろ
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こんにちは、釦久しぷ!Jでございます。皆さｉか元気で卜通しで

いらっしやいｉすか。

　

私心ぐ､Ｊ都立府中病院Ｋ入院しｉしてから、も５８か月余t;にも

なタまし允。家族う亀とを速ぐｌ人はなれ、始めのうちはさみしさ

と不冬でし７･ぱいでしたが、今はもうすべて先生にかｉかせし、

心ともｙ．、二竃でがへ･ばってか!7iす。私も、こちらに来てからも、

皆１唾のこといっ本心にあったのですか御無沙汰駄してｐｌ･ｉした

ごめんなきい。入院ｌ週間目ですぐグレドニｙをのみ始め（２５ミリ

１日知きｌ週間）のち５ミりづっもげていき、１００ミリ２回目ぐらいで

風ぜをひいてしｉい、M G 13年目にして始めてタリーゼをおこして

しまい･ました。気管切開をし、私の場合のみこみが悪く、バーゲン

ゾーンを入れ、３か月間ケイカン食を入れ、いよいぷＫケイカｙ食

とミキサー食が半々に、ミキサー食と全がゆきざみ食、そして全が

ゆきざみと､常食きざみ食と、現在ほとんど常食を食べられるようＫ

ｔむ･ましたが、気管切開後、１つたく口から食べられず、たんの吸

引も多く、声’も出ず週-･度のカーエーレ交換の時の痛みと出血、切

開したところがだんだん小さくたう、カニューレの入出が無理に

ってきて七の変に出血し、大変っらかったです。もうー睨切開すろ

かと考えたのですが、それもｉた、後々よく々いと０ことで外国製

のカニニロ一･¬･ｙをや二;と手に入れてくださって、始めても｡が試験的祀

傍IIつてみ死Z）ですが。それかとても良く、入出もとてちずむうすＫ

ｔｊ走んも少なくなって、私Ｋとって吐とても良い結果λ･ｔつたわ

けです。

　

訟かげさｉで、今ではあの何か丿悶の苦しみがうそのようです。

カニューレもあと２か月ぐらいで、調子よくゆけばぬけるでしよう

と医者も云ってくれますし、ブレドニン屯下げて来て、今日現在｡

42.5ミリ、マイ・ナラー･ゼも入涜当時の半分の量の、３５ミリ・ウプレチウ

ドがＩ尨、それに１週問誕｡ど前からイムラと云う薬!2をのみ始めた

一 一 一 ぶ

　

ｰ



のですか（１日１錠です３この薬りは免疫の後退を促進する薬とか

個人差はあるでしようか、その人の体重Ｋよってのむ量もちかつて

くるの゛ですが、私は１日１錠のわりで服用してかりますｊ≒良い効

果があらわれればと駆ってい･ljヽ。休の調子も今現在の状･懇でした

ら、手足の力は入院前Ｊｊもあリ、指先の冷たさもとれ、々にをす

るにも人の手をかりてしかで色今かったのごす力≒今はすべて自分

の手でできるようになり戈したし、以前は５，メートルガ１０メーi･ル

歩いては休み休みでしたが、そヤ=。も々くなり走ることすらできるご

て!す。

　

今少し、私の場合のグこみと、否の耐１の悪いのと。［lのまおり

にレｉりがないこと、ブレドユンをのんだ日と、の唾ない日の差が

なくなって、’･イテラーゼの量を･もう少しへらせるよう々状磐昨ﾆ･な

ってくれるよ９願って努力して番やｉす。食聯のほうも１日一食し

かとれたかったのが、１心畦あ３回食ぺれる日が多く、主冶医もマ

イテラーゼの量はそれほど多い量では４いといいますし、入院献よ

!）半分Ｋへってなり、この状態ですのでタリーゼ後の苦しみをへ九

今、はここ１でになれたと云うこと、心かりうれしく感謝してぢ）

ます。ナースは皆さんベテラン‥ですし、こうして専門医にかかれる

こと、治療をうけられること幸と思っておヽうます。

　

こうして考えみますれば、プレドニンのこうかつてすごいな=か

こ）て感じをびくづく眉’／ｉす。人竪中のＭＧ分か、男女と4、ブレ〕･’

ﾆ･ンをのんでい･ます丿価人公に心忌にし･て。レ、皆ちん効果ははっき

ｐとあらわれてお･や１よ。六＜胞瀕プバy佐借が･むヽづうしく、かしこ与

-I゛ｔりﾉf/Uりａ７

とあらわれてお･り

があるのでほんの少 f..,｀
―
？ 卜亡状を j.･々がら怖誼ご滅

らしてゆくため時日．かかか!）ｉ丿が、皆さん心９るくかんばつてシ

!7・す．先生の一丿･かＭＧけ．ぜつたいにそ以りiる、つごからてごぎ

と新しいお療法がでｰでT?トていふので･jし、きめてになるのがもう一

つといりところだと白を･いうて大つヽ･!ン釦りｉすｃ

Ｚ -

（以下省略

釦一押、
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諏駝嘔笏示洒゛筋無力症と歩み始めｔ９年目⊇ててて
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私ｊ･伴｡の変調Ｋ女才1’しヽだのは、・和４５年の春頃高校３年生Ｋ々

コたぱみり０まだ逸びたい盛かの１７才の頃でした、疲九やTrぐ言葉

がＤツｊ ｙ･４ず、勧侃一飲み込みが悪く、飲んだ水が鼻から出たかで

炭心たと旨忌いながらも普通に蔡Ｌてい･ました。

　

そ牡ｊでり、姥麿でしたのでこん左病気があるとは自分も家族ｋ

全然紅らなバつたｎで、その’まｉＫして置きｉした、でも、いっ・

で軽りでも良く々らず、段･々いろりヽろ攻症状が出て来１した。目が

おヽかしぐをり、物が見づらく友か、雨の日は傘が持てず友人の傘に

入れて･もらったかで不便になりました。それでもｉだ自分が病気と

は思わず通学していｉした。

　

ところが、10月頃階段でヒザをつき降!7られなくな!7、カバッも

持てたくがつたかではつきりおかしいと感じ病院へ行く事Ｋｔ夕ｉ

した。初めて診ていただいた時は、どこも悪くないと言われｉした

が、４日後に唾た来るよう忙言われ、その通!2にしｉすと、今度は

前こは遠う医師で筋無力症の疑いかあるので入院するように言われ

１か月半入院しました。最初のｊか月は検査検査ぱか!）でした。そ

の結果、筋無力症と診断され１した。そして薬が出され、半月様子

を。吃で退院しｉした。メスチノンを飲んでいｉしか。退院後家族

者｡:瓦人達に助けてもらって、どうＫかこうにか乍校を卒業する事

ができ１し。猷。卒業してすぐ北大病院に検査の為１か月くらい入院

し戈しヰ｡しjへ

　

日赤病院と同じ診断でした。北大病院を退院してから

は｡｡。2年間自宅療養でした。その間、いろいろとしましたが、どれ

もこれも｡4い結果は出１せんでした、そのうちに病気政進行し、体

が段々動かたく71か絶望的Ｋ’なり、伺変死Ｋたいと思った事でしよ

り。でも。私に吃死ぬカゾ必!｝ませんでした。性格がガラリと変わ

り、以前け笑ってばかiJ ’｡､弓る明るい仏でした力≒滅多に笑わたくな

ｊ限くうジミ’……………ぺに合。）０がびトベでなり、昌も言わなくな!ｱｉ

に

　

る

r4

j;で丿

コてし
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ぺ

ー
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シレ、-=1した。恐々ヽとは郷つていても抑

そん冷灰｡巳のみ;､ノう･なEレ々でした。

Ｊ

　

－･一一

　

一一



　

ところが、４８年の１月頃伊藤建雄さんからiｒ手紙をいただレヽたり

自宅まで来て下さったｊして、友の会を知る事ができ、２月に入会

しました。いろいろ政情報によって励まされ、わずか左がらも希望

か持てるように今り’ました。そして、伊藤さんのおヽ世話で同年の６

月１日に札幌の市立辰にに入院できました。いろいろな検査を受け

て、６月２０日に胸せん摘出手術を受け･ました。手術前に呼吸困難を

起こした事がなかったので、手一術債呼吸困難とたんに責められた時

は、私にとって地獄のよひな洽にみでした。危い所を気管切開して

助けられｉした。ぞの時に生命ゐ惇さそ知りました。１つしかない

生命、粗末にはできないと今にしみて感じました。

　

手術後、人工呼吸器のふ一世話にはならなかったので･、それを使用

した人達の苦しみに比べたら超い方でし牝が、しばらくは、苦しく

てせつｔかつたです。でも、手術の効果とレて、それｉでは垂れ下

っていたまぶたが、バナットと開きｉしたレそれだけは今だに岡じ

です。一時的に体も軽くなり書んだのも束の間、また元に戻り１し

た。それまではメスチノンを飲んでいましたが、マイテラーゼに変

わ!?ました。それから少しずつ良くな!?ｉした。

　

同年の１１月２０日に現在の病院に転院しました。ここに来たぱか

!｝の頃はトイレも１人で行けなくて、看護婦さんの手を借りていｉ

した。良かったか悪かった!ﾌを繰!1返しながら、少しずつ良い方に

向い現在は身の回!）の事、大体ｌ人でできるようにな!）ました。

　

重症の人が沢山居ます、こん友事で負けていられません。常に希

望を持って前進しなくちや。

　

この病気にな!）８年が漫ぎ、［午旦江なli ‘ました。手術後の若い

時期Ｋ、今のように良くなるとは想像もつきｉせんでした。手術を

受けて良かったです。伊藤さん御夫妻・友の会の方迪・助けて下さ

った先生達・励ｉして下さつ三友人・家族の者遠の訟かげでも必か

畦す。深く感謝致して釦ります。これから先、ｔだ何年続くかｊつか

らｱをい病気ではありｉずが、絶体治ると信じて歩いて行きたいと思

います。同病で苦しんでお･られる方遠

しようｏ

？

も希望を持って共に頭張!?ｉ
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私の勤めているデ･4－1でも、７

只心月と夜間営桑した｝、定休

臼を函りたｊ左かｔか厳しくｔｌ）

ｉした。休みの融通はいつさいき

か々い状態です。そのよう産わけ

で欠席してしｉいました。旭川の

秋葉さんから１お･誘いを受け１し

たが残念でした。

やは｡り皆様のか顛が見九いです。

皆様Ｋはいろいろか世話Ｋｔかつ

ぱｔしでほんとうＫ申し訳けｔく

思っています。来年は必ず出席し

ｉす。（中略）

゛廿皆様か元気で

　　　　　　　　　

小野広子

ｌ
ｊ

拝啓

　

役員の糟二｡ﾌﾟ八４かl=うりタ辺ご

レごしよl〉か。７つy｡し∧

してしまって。皆様０か叙を少々

忘沁気昧です、

謡苓拓こ私、し球元気に動めＫ出

でいます。７～８月にかけて、ち

ン

く立づているのがすっとでしたが

舞渥痛み､1とれ病状もむちっき■s

した。病気を持っている以上、勤

めるのも乍令０限界があるかもし

れｉせんね。８月の大会忙吐出席

できすとても泰彦でした。

今年はどこのデパート、衣科命晒

も売上が悪く不況が続いてい１す。

前略

　

か便!ﾇあ!7がとうございｉ

した。お忙しい中を申訳ございｉ

せんでした。御活躍の様子他の人

達から聞いてね･!liナのでお･逢い

できないのは、当然のことと思つ

てかljますゆえ、どうぞ御放念く

ださいませ。私は暮れから風邪で

熱を出し、正月９日ｉで少々つら

い日びを過しｉした。でも、今は

恢くたり以前の調子Ｋもど!?つつ

あ夕ｉすので、ありかたく思つて

をりｉす。（中芯）

恥しいのです丿へ昔=５いリ1づ｡のを

少し抑してにきますから、そ元を

訟んてこ已こヽしてくえ包い１七。

牡にjｿ≒｀:､lz?ぐ-JIれ!’こ七っ;1ん7七:も

のを●

　

●・

／刃

降る雪は

　

柔らく

　

優しい

　

降る雪は

　

孤独で

　

寂しい

　　

降る雪仕

　

清らで

　

美しい

　　　

降る雪ははか政く哀しい

そして

　

降る雪は

　

冷く

　

厳しい

白雪を

　

しとねと

　

したし

　

汚れいて

　

かたき

　

ペットＫ

　　

ひさしく

　

痛みて

　　　　　

＋＋＋十

　

・

゛白の

　

雪Ｋ痛む身

　

横たえて

　

その冷たさを

　

肌に感じたし

酒石宮は

　

屋根染め

　

他染め

　

人を彙め

　

βｉぼろしか

　　

白の世界は



一居て

　

病室広し

　

音4,無く

　

やがては窓に

　

月の凍れる
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染み多き

　

人無きペットに

　

もの思う

　

幾ひのÅの

　　

苦悩と生死を

太田真代
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拝啓

　

若葉の光もさわやかＫ．

一日一日暑く４石こ９頃です。

御無沙汰致しｉした。卜忙しい

ところ、希望本部ニュース送っ

て下さいｉしてあ!}がとうござ

います。初病してから今年で４

年６ヵ月Ｋｔ!７ｉすが、その必

いだ忙、あちこちの病院Ｋ歩き

ｉした。そして府中病院で検査

して頂きｉしたら、胸せんしゆ

があるとの事で、手術する様進

められましたが、しｔいで帰っ

てきｉした。その時はメスチノ

ｙ４鍵飲んでいましたが、だん

だん悪くな!1、薬がきか次くな

り、トイレで伺どもたお･れ顛も

洗えない、ｉぶたが下!ﾌ、口が

すとし話しとろれる、歩くこと

ペツトからかきるの４やっと、

食べる事もすとししか食ぺれｔ

く、午後牛乳を飲むと鼻からで

る。一日一日彷がやせてきｉし

た。Ａ病院からｊ恕病院に入院

51年12月14日司【3時30分ころ
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手柄室Ｋ入!1、12時45分ころ終っ

たそうです。遠くの方から手術が

細分ｉレ｡｡j_､よこニレ

　

゛｛ろIう

としていｉした。リカ･･ヽりのベッ

ドの上でした。助かったのだと思

いヽ胸がいっばいでした。３日目で

話すことができ、６日目､Ｋ病室Ｋ

奄ど17、7日目の朝肥薬が飲め込

めなくなり、たんjlからんで呼吸

困薙になり、先生が注射をうって

くれｉしたら飲み込める様I/C-& i?

ｉした。８日目ＫＩ人でトイレに

歩け立つことができるように在!?

うれしく思って加!?ｉしたが､4S

日ごろから薬がへらされ思く迦!7

90日たち病院から退院して、東

大病院で見て頂きｉした。薬がた

!7ないそうでした私の手術は30価

だそうです。｛中略｝手術してか

ら１年６か月手術してよかったと

思っている次第です。（中略）

送って頂く希望本部ｓ･･一一スが心
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-<eE>――trcSIaii―■一北海道難病波（四大）－ヽ一一

，－オ２回ぺ今圖レワに参ｶﾛしてー－，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高

　

橋

　

美津子

　

楽しヴにしていたレクリェーション、は!）きつて出かけ畦した。

でも、立場へ自分で卜く、方向かんち左私はとて叱不安々気持でし

々。宍･/いたぶぞろい姑まり１した。のど自慢、ゲーム。

　

ｙべづ’………ノヽをしました。玉人れと風船割りです。号入れは、足も

七クニ:ﾔ丿ヽろいﾉヽ丿;るゐてす、う≒

　

なつかしい遠眼⊇、届が会をして

い乙ダヘ＼ソげししい気防でそう力ヽいでしたＧ

　

凧（ペリ。ジラソ’イフの人の風船を割ろのですj･≒-………’j;iJづ）て、

トトつンデイアゾノ人の声を聞いてはつとしました。刀をいれてはたき

きつと巧ふつたのかもね。だって、自由に動ける人はしごないので

す。卓･17こ）人ばかり、それ以上つづける事出きませんでした。

　

車イスの人は、どん、々ことにも禎極的に挑戦して、すばらしいと

思い！した。車イスの人でなくても、出きる人は皆ん痙でしたらも

つとすばらしいのではと思いました。

　

私は来年も又、したいと思いました。今年出席出きなかった人も

出席して楽しみ、ませんか。

　

今年は衷既のように暑く、ちょっぴりつらかったが最高でしたね。

今から来年を楽しみにしてシります。

し.yiLif^i^gj:。
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費恥沁じ生人.ノ

　

当日はこの夏の猛暑を予想させる暑さでした。でも私たちのグ

ループが陣取ったのは木蔭でわ1ﾇとすずして所でした。我家の４

人は遅れて行きｉしたので、間もなく昼食になカｉした。支給さ

れた弁当の中味もなかｔかよかったけれども、それ以上に友の会=

のかたたちが用意してくださりた果物、菓子、軸かずのむいしか

ったこと。昼からのと自慢かステージで石われ、筋無力症を代衣

して鈴木さんのご主人がすばらしいのどを披露され、我か会Ｃ石

S目鶏助というところでずボランティアこ･人数も多く、楽しい時

をすごさせていただきました。

　

ただどの集りにも言えるこ。･とですが、参加する顔ぶれが役員や

古い会員に固定しているとにりこたでず。呼吸りj芦等で参加し､‘j

ぐてもできない状態の人は別として、一度でも集いに参加すると

過去のそして現在の苦しみが自分だけの屯ので左いということに

気付き、心から話しあえ。る亥もでき、随分心強くなるのです。

　

会員相互の心の交流が。このより左会の存在意義の大いなろ乙

のだと思いｉす。来るべき１０月の総会には、ひとうでも多くの会

員と家族が集い、悩み、苦･しみをわがちあい、将来への希望と展

望をもっことかできるようにしたいものですね。
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レタリエー･ションに参加して

ご5し､j’（ます。お元気でいらつ

功

　　　　　　　

中

　

道

しやいｉすか。

この廠暑ａ尽喘息.者;てはきびしいですね

に;

y｡･ケ･こ=斌硝連の

jにと１穴ぶ、帥｡

４ﾝ゛jh

）

９いi ･jパ

工

　

ふ
５

初

句
心

和

　

子

。ダウソたさつ

りヨンも昨乍同様、む月の下旬に行な

い:ylとはうつてかわり、脳ぱやとやつ

て、?ナいりヤいｊいベレ置し･ら中でわなわれました。日頃はこり外Ｋ出ｉ

こくごごダハ?｡･ｌいづケフ1ですので、この機会にせいぜい日光の恩思にあ

づか廿う･を、大池……｡>-J--‘rしい場町に我が友の会は陣取ったのですが

手足はに光に斗るように外Ｋ出したり、川辺を敢歩したが、久し振

りＫ会う仲悶と近トを話し合ったりと、いろいろと収穫の多い一日

でした。他の団体ですが申椅子で必死でやってきた人達もお･りｉし

た。でも、皆さん楽しそうです。

　

今佑亀参加できたかった方、来年は御一緒し１せんか。

筋無力症の治療法もいろいろ開発され、喜しいニュースが聞かれる

昨今でず、卜互い希望を4，つて頑張!9ましよう。
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大阪支部一行を迎えて

・歓迎

いｰ一言北海道の感想を伺いｉしたー

+ + + + ･*■

辻さん‥‥北,海道の広さと雄大さＫ感動しま

　　　　　

した

金本さん‥･サ□’ﾏ湖の国民宿舎から見た夕日

　　　　　　

と、ホタテ・エビの味が忘れられ

　　　　　　

ｉせん

北川さん‥嚇計台とカニの味が思い出です

洩野さん･‥熱を出した北川ひとみさんを無事

　　　　　

連れ帰ることか鵬来ること。
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匹＼一之一／‾‘゛‾‾ぶ'゛･｀ヽ-ぶと一゛'‾｀祗

が臨浅野ヤい奏姉長丿暗副糾も乙い臨ﾀﾞ

いヽう幸を甑払ｋ北中八４某

　

昨育９夷卸誕を：

班知もμヽぞTj･冷.京鄙ｙ針t吊痙乱，乖1?,ク･J，

祀屋を珠祗yれーし仇，

　

ブぷマづば耳叫ぶし光jム｡ｆ｀

　

聯

　

栄かん癩恥ん若柳ん汗疹叫が

　

一行1り齢血レ寥'しすz.。

・紙迎・。，歓迎・

1ぶ

Ｓｓ哉迎， １玖迎ｚ，
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誰病こンドフ漢現れ冷乙わ１゛かぞづ。

盾池坊心。截お哨‰膀さんＧうご協力を

　　　　　　　　　　

ふy賜しし｡ま刄

滸

　

聊り惣:本吊目勝臥幻吊則芦刈

埓一白性分リレ汗大会議竃

ﾔ挟か遠西叩目南向き

心好扶季面年面口丁剛駅下車

考屠腹やﾌﾟ私汪街靉署名を行いま厚。

やす心方りｰぜひご貪び下さい

尚ご当日に庖葱主凄奪市七七一布野毀署呑口乱ヽＪ瞑

支部総食金混同に参加されなしヽ方lj、をれづおぶ

燃匹り革烏匯勢に二廊7口下さい。

尨ぐ釧路苓広、金蘭、勧咬盈眼などｙ中心

有で行れり吋。



病乞 ンタ一建放協力唐ヽ

ご／ご趾｀ください
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え嶮道支部ｔもあじ回名をμ)印４りまでに

入公ヽさ世｡魯こと乙なり萍した，

器だ人ご灸にいない方や弓でに入蚕されてい聡旅

秘族の方八お肩1いをして下さい，

　

７ん測1希が２λ・方を入会さ忙で下さい，

入公私研]訊は家居妻・践閔路

句心ＵＭ．」吻乃フ曲万で写臨く

雁楳匹宍]ツじλ必けレてあり渫ずが

{ぶがきヌ_は潮ジ受系盾爾知に借ぺ／

込λ元:キずつﾌﾞﾚづす。そＱ場ﾇ今ヽ博

参雅蜀池｀,｡｡入,訟

ごづう七舛ノ氏娠畦ごな納え富球

をぶ老さ･＜だぶい

今昔･訓鼻次２凶Cり=iこニタ享閲狗

めてい牝す乞きますが。，夕算分Ｊこｔめ

七狗めtいrぶけ扮7夕叫部餉溥



潜名運動 y協力を

　

なん沁ノ絹7でぶ届け厚ろ署名運動,こ司鋭7しｔ

下さい

肘分づウこ家族ｏ方な已2石てﾀﾞ七，３名で七，ｱつ

こうてべに

レ蛸牡采……ぎょく.=下:さ,jし,ヵヽヽ図

参下乱二

取り坂い鼎似いとニ徊こｒ岩昭:遊彭綱5-七ご記

入下さい
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こここ二二二二ここ７でここここ二こ二二ご

ｃ

夕し]j?ﾐ申j万万］

　

こここ二二二二

・シタンアーぶＳ､苑にざ櫛力いただきありがと｡うゴ

ざい享す｡

・纏鹿追記凛椎が膳所消。ｱこめ､こレ・。ンフ仁犬販売

運動乞お二可こ乙を穣討レでいます。

そり荷には漆だわが反岫ふ底力を発簿しみがｔば

駒/まｾﾞﾆん。

　

またみなぐんト芯骸い可石ことと:｡な

り之うぞ乱よ弓しくみ紬が谷いとし呑脆

一 一
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「なん･れん」砲16ぞｰもゴ紹かし器したが

べどらしひ在宅患着がJヽ之‘（います，
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こ副司題をどう愚禿私たちの力･どとﾆ必ぷう

　

ノ
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に夷痰がゼを為ク､か一怖に考丸でいただけ
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※※※編集後記※※※

　

前図よ!1この「わだち」のタイピングを引き受け、皆

尽ま画訟役Ｋ立てたらと思ってい1ましたら、この猛暑で日

頃健康ｔ私も機械に向うことができず今日になってしま

い叱 九。哨し劃＆1? 誉せふ。

　

少しで4、読みやすぐ、内容を豊富祀するのも会所の皆

ふひごI）訟力添えが必裂かと｡思い・す。今後ともぶろｔ･ぐ

訟辰い取じます。

　

余穆をお･寄･;ｔｙさつた会員の皆さｉご協力ありがとう

ござt｛１し嵐、

※

　

※
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あなたの会費は
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ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

で弘

　　

年

　　

J;～昭和

　　

年

　　

月ｉで納入されてシ！ｉす。

会費の納入は、同刺の郵便振替用紙をご利用くだ直い。
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籐集ぺ

　　

全國筋無力症友の会北海道支部

　　　　　

●０６０

　

札幌市中央区大通西９丁目

　　　　　　　　　

協栄生命ピ４９階

　

･S 261―8026

発行人

　　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　

札幌市中央区北１東４
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